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水一岩石1鉱物1ガラス1セラミックス反応に

関する文献デｰタベｰスの公開について

柳沢文孝1)･松久幸敬2)･青木正博2)

且.はじめに

ここ数年,文献デｰタベｰスを作成したり公開する動

きが盛んにたってきている.日本地質文献デｰタベｰス

(野呂,村田,1989;本荘･菅原,1989;地質調査所地質情報

センタｰ,1990)や,日本の火山に関する文献デｰタベｰ

ス(荒牧ほか,1989)がそれである.前老には約28000件,

後者には約4000件の文献情報カミ収録されている.これ

は,既存のデｰタベｰスの肥大化と,検索費用の増大に

よって生じた文献検索のLにくさを解消するために,分

野を限定した小規模た文献デｰタベｰスを構築してほし

いという需要の高まりを反映したものと考えられる.小

規模な共用デｰタベｰス(Pub1icDo㎜ainData)には,

デｰタベｰスの構築や流通を個人の努力に依存するとい

う問題点カミ存在している.しかし,分野を限定したデｰ

タベｰスは,その分野の研究にたずさわる者にとってき

わめて利用価値が高いことから,さまざまな分野で発展

することが望まれる.

2.水一岩1百･鉱物･ガラス･セラミックス反応

に関する文献デｰタベｰス

地球科学分野で扱われるガラスには,火山ガラスをは

じめとして,海底に噴出して急冷された玄武岩質ガラス

･流紋岩質ガラス(黒曜石)そしてテクタイトたとをあげ

ることができる.筆者らは,地球上の物質循環を考える

ために熱水条件下における天然ガラスと水の反応につい

ての実験的た研究を行っている.研究を進めるにあたっ

ては,ガラスｰ水反応をさまざまた角度から検討するこ

とカミ必要である.

ガラスは,天然ガラス以外にも,ピン･レンズ･窓ガ

ラスだとの工学ガラス,高レベル放射性廃棄物を固化す

るためのホウケイ酸ガラスたどと多方面で用いられてい

る素材である.従って,ガラス関連の文献は地球科学･

ガラス工学･原子力工学の三分野にまたカミっており,専

門分野以外の文献情報の収集はかたり困難た作業であ

る.

そこで,筆者らは文献情報の収集の助けとするために

水一岩石相互作用をはじめとして,水一鉱物･ガラス.

セラミックス反応と,関連分野の文献に関する情報を収

集したデｰタベｰスを作成している.1990年9月現在で

20000件近い文献デｰタカミ入力されている.作成Lてい

る文献デｰタベｰスは文献庸報を網羅的に収集したもの

では肢く,製作者の興味の範囲の情報を収集したもので

ある.また,入力ミスも予想され,完全たものとはたっ

ていたい.Lかし,利用者が必要た文献を追加すること

によって各自の要求にあったデｰタベｰスを構築する事

ができると考えてフロッピィｰディスクの形で公開する

ことにした.

関心をお持ちの方は下記宛問合せられたい.

3.ディスクの内容

収録分野

収録情報

水一岩石相互作用

水一鉱物反応(鉱物の溶解)

水一ガラス反応

(天然ガラス･工学ガラス･ガラス固化体)

セラミックスの化学的耐久性

熱水(高温･高圧)反応装置

溶液計算(溶液化学)

海底熱水系･黒鉱･安定同位体

風化･変質･低度の変成作用

高レベル放射性廃棄物の深地層隔離処分

著者名･年度･表題･雑誌名･巻数･号数｡

開始ぺ一ジ数･終了ぺ一ジ数･出版社名

収録例:

Bischoff,J.L.andDickson,F.W､(1975)Seawater-
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収録順序:著者名のアルファベット･発表年代順

収録数:約20000件

1行半角74桁として約50000行

約3メガバイト

収録状態:MS-DOSフォｰマット

テキストファイル(アスキｰファイル)

ファイル:BUNKEN,AE

�之���

�之��刀

�之���

配布媒体:5.25インチ2HDフ厚ツピィｰディスク4枚

4.問合せ先

〒305茨城県つくば市東1-1-3

通商産業省工業技術院地質調査所

鉱物資源部鉱床成因課松久幸敬･青木正博

TEL0298-54-3636(ダイアルイ:■)

(例1)

A〉五nd/c“Dickson"BUNKENAE.

BUNKEN.AEというファイルの申でDicksonとい

う文字列を含む行の行数を画面に表示させる.

(例2)

A>五nd“Dickson"BUNKEN.AE

BUNKEN.AEというファイルの中でDicksonとい

う文字列を含む行を画面に表示させる.

(例3)

A〉丘nd/v“Dickson"BUNKEN.AE

BUNKEN.AEというファイルの中でDicksonとい

う文字列を含まだい行を画面に表示させる.

(例4)

A〉丘nd“Dickson"BUNKEN.AE〉KEKKA

BUNKEN.AEというファイルの中でDicksonとい

う文字列を含む行をKEKKAというファイルに出力さ

せる.

(例5)

A〉丘nd“Dickson"BUNKEN.AE〉PRN

BUNKEN.AEというファイルの中でDicksonとい

う文字列を含む行をプリンタｰに出力させる.
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5.検索方法

MS-DOSの丘nd.exeを用いた検索方法を示してお
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